
                        患者           （男・女） 
                        年齢   歳（   年   月   日生） 
   Mini-Dementia Scale (MDS)       検査年月日              
                        場所                 
                        検者                 
                        診断                 
 
［施行の手引：はじめに物忘れ、または日常生活上の問題について尋ね、備考欄に記載する。 

 次に、「検査のために簡単なことを聞きますから答えて下さい」と被検者の了解を得てから 

 検査を開始する]                        得点      最高点 
１ 見当識   「今日は何月何日でしょうか」  月  日：「平成何年」   年 
        「時計を見ないで、今、何時頃だと思いますか」     （実際     ） 
        「ここはどこ」      ：「何歳」         各 1 点（   ）6.0 
     ［見当識は年齢からはじめても良い。年齢は１歳前後のずれ、日は１日前後のずれ、 
      時間は１時間前後のずれまで正答範囲とする。年は正確を要する。］ 
２ 即時記憶  「今から３つの品物の名前を言いますから覚えて下さい。 
         帽子、鏡、自転車」 約１秒に１つずつ言って、すべて言い終わってから 
         その３つを尋ねる。最初の繰り返しで評価する。    各 1 点（   ）3.0 
          ［患者が３つすべて繰返しできるまで続ける（３施行まで、但し、採点は初回のも 
      のを用いる）。「覚えておいてください」と言って次へ進む。］ 
３ 注意と計算「１００から順番に７を引いて下さい。」５番目までで止める。 
                                各 1 点（   ）5.0 
     ［「簡単な計算をしてみて下さい」と言ってはじめる。「１００から順番に７を引い 
      て下さい」、患者がためらっている時は「１００－７はいくつですか」と促す。 
      途中で止まった時は、途中の答えを言わずに「それから７を引くと？」とだけ促 
      す。続かない時は、一度だけ最初の１００－７に戻ってもよい。計算は途中で間 
      違っても、その後が正しければ正答に数える。例、９３、８７、８０（正答）］ 
４ 再生    前に覚えた３つの物品名を尋ねる。 
                                各 2 点（   ）6.0 

・ 再認：再生が不十分なときに行う。「今から言うもののうちさっき言ったのはどれでし 

     たか。」１つずつ尋ねる。「車」「靴下」「鏡」「帽子」「タンス」「自転車」 

    ［再生ができず、再認ができたものだけに追加点１点を加える。但し、なかったも 

     のもあったと答えた場合は、１点づつ減点する。再生できたもので再認できなか 

     ったものは評価の対象にしない。］       追加点各 1点（   ） 

５ 言語    「動物の名前をできるだけたくさん言ってください。陸、川、空、海、どこに 

         いる動物でもいいです。」１分間で止める。   各 0.5 点（   ）5.0 
    ［各 0.5 点、１０個以上の想起も 5 点とする。上位概念だけでもよいが、下位概念 

     が出てきた場合は、下位概念の方を数える。例、とり、からす（１個と数える）。 

     十二支も正答に含めるが、そのヒントは与えない。］ 

                                            

                                              



・ （被検者の前にその左から鉛筆、時計、本を置く）「これから私の言う通りにして下さ 

   い。言い終わってからして下さい。本の上に 鉛筆を置いてから、 その鉛筆を私に 

   下さい。」                    下線ごと 1 点（   ）3.0 

        [鉛筆と本と一緒に渡した場合は、0.5 点減点する。] 

・ 書取り（時計）2 点［漢字 1 字に 1点、仮名での正答は 1点］：写字（眼鏡）1 点 

                               計 3 点（   ） 3.0 

            [書取りと写字は一部字画が不正確でも、判読できるものは正答の 1/2 を与える] 

［参考］・書取り（春が来た）                 

 

６ 行為・認知・立法体の模写                  正答 3 点（   ） 3.0 

       はじめに「何に見えますか」と尋ね、患者の視認を確認する。 

      ［四辺形３つ描けているが、立体感がなく平面的なものは 2.5 点とする。 

       四辺形２つは 2 点、１つは 1点］ 

    ・時計時間の呼称（２時１５分前）           正答 2 点（   ） 2.0 

             [正答２点、長短針片方で 0.5 点、２時４５分は 1.0 点、 

       長短針逆（９時１０分）は 0点］                    

                                    （   ） 36.0 

 

    ・迷路テスト（ＷＩＳＣ－Ｒ第３問）、参考として行なう。   Ｍ（2,1,0） 

      迷路テスト：「ここに女のこがいます。この子は通りを歩いてここに（出口） 

      出たいのです。ここから出発して、突き当らないようにして出口まで線を引 

      いて下さい。鉛筆は最後まで紙から離さないようにしてください」 

      ［採点：袋小路へ侵入したときは誤り１つとする。道から外へ多少出ても誤 

       りとはしない。誤り０で 2 点、１個で 1点、２個以上で 0 点］ 

 

 

  Mini-Dementia Scale 評価基準 

   36 点満点、基準値（正常値）： 28 点以上 

   軽 症 Dementia : 23 点以上～28 点未満 

   中等度 Dementia : 10 点以上～23 点未満 

   重 症 Dementia : 0 点～10 点未満 

 

 備考：（洞察など）： 



参照２ Mini-Dementia Scale (MDS)（続き） 

 
 

 



 


